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定員／1,100人（抽選）
申込方法／11月14日㈭（消印有効）までに、往復はがき（1枚2人まで）
に「つどい」とし、代表者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号、参加
者の氏名（ふりがな）を人権啓発課（〠140－0013南大井3－7－10）へ
※結果発送は11月下旬を予定。

震災直後の混乱のなか、
次々と運ばれてくる多く
の遺体に戸惑いながら
も、被災者である釜石市
民の医師や歯科医たち
が、犠牲者を一刻も早く
家族と再会させてあげた
いという思いから、遺体の搬送や検視、ＤＮＡ採取や
身元確認などのつらい作業にあたる姿が描かれる。
出演／西田敏行　緒形直人　他　※字幕付き。

テレビでおなじみの青島広志さんが、音楽に込められた想い
と人権をテーマにお贈りするトーク＆コンサートです。
講師／青島広志（ピアノ、お話）他　※手話通訳・要約筆記付き。

人権週間
特集号

と

人権啓発
ラッピングカー
の運行
人権尊重都市品川宣言の更なる
浸透を図るため、12月19日㈭ま
での期間、ラッピングカーを運行
しています。

©2013フジテレビジョン

12月4日㈬
午後1時開演（午後0時30分開場）
きゅりあん8階大ホール（大井町駅前）

青島広志
©Gakken Pub

横山美奈
（ソプラノ）

小野勉
（テノール）

高畠浩
（ヴァイオリン）

青島広志の音楽の想
お も

いから人権を考えよう！
講演 映画

講演 映画

人権尊重都市
宣 言 の ま ち
品 川 区

実
現
し
よ
う

平
和
で
心
ゆ
た
か
な

人
間
尊
重
社
会

今
年
は
、
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
制
定
20
周
年
で
す
。

　

昭
和
23
（
1
9
4
8
）
年
12
月
10
日
、
第

3
回
国
連
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
人
権
宣
言
は
人
権
お

よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
す

べ
て
の
人
と
す
べ
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き

共
通
の
基
準
を
宣
言
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
昭
和
25
（
1
9
5
0
）
年
第
5
回
国
連

総
会
で
、
毎
年
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す

る
1
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
、
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
全
国
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
平
成
5
年
4
月
に
都
内
で
唯
一

の
『
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
』
を
制
定

し
、
今
年
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
平
和
で
心
ゆ
た
か
な
「
人
間
尊
重
社
会

の
実
現
」
を
め
ざ
し
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

20
周
年
を
ひ
と
つ
の
節
目
と
し
て
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
の
運
行
や
、
小
中
学
生

の
心
温
ま
る
人
権
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど

を
展
示
し
た
「
し
な
が
わ
人
権
の
ひ
ろ
ば

2
0
1
3
」
、
「
人
権
週
間　

講
演
と
映
画

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

世界人権宣言

区の取り組み

12月4日～10日は人権週間

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、
平
等
で
あ
る

い
か
な
る
国
や
個
人
も
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ

絶
対
に
こ
れ
を
侵
す
こ
と
は
で
き
な
い

幾
多
の
試
練
と
犠
牲
の
も
と
に

日
本
国
憲
法
と
世
界
人
権
宣
言
は

こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
を
あ
ら
わ
し

人
権
の
尊
重
が

国
際
社
会
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

今
日
、
我
が
国
社
会
の
実
情
は

い
ま
だ
に
差
別
意
識
と
偏
見
が

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
深
く
根
づ
き

部
落
差
別
を
は
じ
め

障
害
者
、
女
性
、
先
住
民
族
、
外
国
人
へ
の
差
別
な
ど

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
間
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
か

人
間
が
つ
く
り
あ
げ
た
差
別
は

人
間
の
理
性
と
良
心
に
よ
っ
て

必
ず
や
解
消
で
き
る
こ
と
を

我
々
は
確
信
す
る

平
和
で
心
ゆ
た
か
な

人
間
尊
重
の
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
品
川
区
は

『
人
権
尊
重
都
市
品
川
』
を
宣
言
し

差
別
の
実
態
の
解
消
に
努
め

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
啓
発
と
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を

こ
こ
に
誓
う

（
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
よ
り
）
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古紙配合率70％再生紙を使用しています

●小中学生人権標語・ポスター展
●人権啓発パネル展（人権擁護委員の活動紹介など）
●人権をテーマにした啓発ブース
会場／イベントホール

12月7日㈯
●女性弁護士による法律相談
時間／①午前9時30分～正午　②午後1時30分～4時
会場／男女共同参画センター相談室　定員／各5人（先着）
申込方法／12月6日㈮までに、電話で男女共同参画センター☎5479－4104へ
●家庭教育講演会「親のホンネと子育ての知恵〜愛と勇気の親育ち」
時間／午前10時～正午
講師／生重幸恵（スクール・アドバイス・ネットワーク理事長）　※手話通訳付き。
定員／1,100人（先着）
託児／2歳～就学前のお子さん40人（先着）　※おやつ代100円。
○託児希望の方は、11月27日㈬までに、電話で庶務課へ。
会場・参加方法／当日、大ホールへ
問い合わせ／庶務課庶務係（☎5742－6823Fax5742－6890）
●アニメ「ハルのふえ」DVD上映会
ある日、森で人間の赤ちゃんを拾った森の人
気者・ハルは、赤ちゃんをパルと名づけ、お
母さんに化けて育てはじめる。やがて、パルは、
音楽を学ぶため都会に行くことを決意する。
時間／午後2時～4時　※上映に先立ち、「小学
生人権メッセージ」と「中学生人権作文」の
品川区代表作品を朗読します。
原作／やなせたかし　※字幕付き。
定員／300人（先着）
会場・参加方法／当日、小ホールへ　問い合わせ／人権啓発課

12月8日㈰
●人権擁護委員による人権身の上相談
時間／①午前9時15分～午後0時15分　②午後1時～4時
会場／男女共同参画センター相談室　定員／各3人（先着）
申込方法／12月6日㈮までに、電話で広報広聴課区民相談室☎3777－2000へ
●障害者週間記念のつどい
時間／午後1時～4時　会場／大ホール
第1部＝式典「障害者区長表彰」他　第2部＝「障害者ダンス♥ダンス」
第3部＝増田太郎氏トーク＆コンサート
※ロビーで、作品販売やパネル展示を行っています。
問い合わせ／障害者福祉課（☎5742－6707Fax3775－2000）

21
世
紀
が
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思

い
起
こ
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
尊
重
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
や
、
他
人
の

人
権
に
も
十
分
配
慮
し
た
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
、
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
一
人

ひ
と
り
の
心
に
訴
え
、
全
て
の
人
々
が
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
相
互
に
共
存
し
得
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

●
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

　
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る
意
識
か
ら
生

ま
れ
る
家
庭
や
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
配
偶
者
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
女
性
・
男
性
と
も

に
能
力
と
個
性
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
が
望
ま
れ

ま
す
。

●
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　
い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ

ル
ノ
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
お
り
、
子
ど
も
の
生
命
が

奪
わ
れ
た
り
、
心
身
や
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
が

及
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
一
人
の
人
間
と
し

て
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
高
齢
者
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
よ
う

　
高
齢
者
に
対
す
る
就
職
差
別
、
介
護
者
な
ど
に
よ
る

身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、
家
族
に
よ
る
経
済
的
虐
待
な

ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
不
安
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
障
害
の
あ
る
人
の

自
立
と
社
会
参
加
を
進
め
よ
う

　
車
い
す
で
の
乗
車
拒
否
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン

へ
の
入
居
拒
否
、
障
害
が
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
不
足

か
ら
生
じ
る
偏
見
や
差
別
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
も
地
域
の
中
で
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き

る
社
会
（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

　
部
落
差
別
と
は
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
で

形
づ
く
ら
れ
た
身
分
差
別
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
被
差

別
部
落
出
身
と
い
う
理
由
で
結
婚
を
妨
げ
ら
れ
た
り
、

就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
差
別
を
受

け
、
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る

理
解
を
深
め
よ
う

　
法
の
下
の
平
等
を
保
障
さ
れ
た
国
民
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
不
足
か

ら
、
就
職
や
結
婚
な
ど
に
お
け
る
偏
見
や
差
別
が
依
然

と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ

の
人
々
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
及
び
現
状
に
関
す
る
認

識
と
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

　
外
国
人
に
対
す
る
就
職
差
別
や
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン

シ
ョ
ン
へ
の
入
居
拒
否
、
公
衆
浴
場
で
の
入
浴
拒
否
な

ど
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
文
化
な
ど
の
多

様
性
を
認
め
、
言
語
、
宗
教
、
生
活
習
慣
な
ど
の
違
い

を
正
し
く
理
解
し
、
こ
れ
ら
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

　
エ
イ
ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症
に

対
す
る
誤
っ
た
知
識
や
理
解
不
足
か
ら
、
日
常
生
活
、

職
場
、
医
療
現
場
な
ど
社
会
生
活
の
様
々
な
場
面
で
差

別
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。
患
者
・
元
患
者
の
方
に
対
す
る
理
解
は
不
十
分
な

状
況
と
い
え
ま
す
。

●
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

　
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
根

強
い
偏
見
に
よ
り
、
就
職
差
別
や
住
居
の
確
保
が
困
難

で
あ
る
な
ど
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
刑
を

終
え
て
出
所
し
た
人
が
更
生
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の

強
い
意
欲
と
と
も
に
、
周
囲
の
人
々
の
理
解
と
協
力
が

重
要
で
す
。

●
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

配
慮
し
よ
う

　
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
が
、
興
味
本
位
の
う
わ
さ

や
心
な
い
中
傷
な
ど
に
よ
り
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た

り
、
私
生
活
の
平
穏
を
害
さ
れ
た
り
す
る
人
権
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
者
の
立
場
を
尊
重
し
た
言
葉

や
態
度
で
接
し
て
く
れ
る
周
囲
の
人
々
の
支
え
が
と
て

も
重
要
で
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
個
人
の
名
誉
が

毀
損
さ
れ
た
り
、
差
別
を
助
長
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表

現
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
匿
名
性
、
情
報
発
信
の

容
易
さ
を
悪
用
し
た
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
個
人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。●北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

　
北
朝
鮮
が
拉
致
を
認
め
て
か
ら
10
年
を
超
え
ま
し

た
。「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
も
施
行
さ
れ
、
我

が
国
の
喫
緊
の
国
民
的
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
の
解
決

を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ

の
対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
風
化
さ
せ
ぬ

よ
う
、関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

　
自
立
の
意
思
が
あ
り
な
が
ら
も
や
む
を
え
ず
ホ
ー
ム

レ
ス
と
な
る
人
々
が
多
く
い
る
中
、
嫌
が
ら
せ
や
暴
行

を
受
け
る
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
近
隣
住
民

や
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
権
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
け
る
自
立
支
援
に
対
す
る
理
解
と
協
力
が
必
要
で

す
。●人

身
取
引
を
な
く
そ
う

　
性
的
搾
取
、
強
制
労
働
な
ど
を
目
的
と
し
た
人
身
取

引
（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン
グ
）
は
、
重
大
な
犯
罪
で
あ
る

と
と
も
に
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
深
刻
な
問
題
で

す
。●性

的
指
向
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

　
同
性
愛
者
や
両
性
愛
者
の
人
々
へ
の
偏
見
は
根
強

く
、
様
々
な
場
面
で
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
は
、
現
在
で
は
不
当
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に

偏
見
や
差
別
を
受
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

●
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

　
性
同
一
性
障
害
と
は
、
生
物
学
的
な
性
（
か
ら
だ
の

性
）
と
性
の
自
己
意
識
（
こ
こ
ろ
の
性
）
が
一
致
し
な

い
た
め
、
社
会
生
活
に
支
障
が
あ
る
状
態
を
言
い
ま

す
。「
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の
特
例
に

関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
場
合
に
は
性
別
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
審
判

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
一

方
で
性
同
一
性
障
害
者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
が
あ
り

ま
す
。
性
同
一
性
障
害
の
正
し
い
理
解
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

人
権
問
題
に
取
り
組
も
う

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
に
よ
り
被

災
し
た
人
々
が
差
別
さ
れ
る
な
ど
、
東
日
本
大
震
災
に

起
因
す
る
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
正
し
い
知
識
と
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
問
題
を

解
決
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
た
な
人
権
問
題
の
発
生

を
防
止
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

共生社会をめざして
障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）が、
平成25年6月26日に公布されました。

この法の目的は、障害者基本法の基本的理念にのっとり、障害を理由とする差別の
解消を推進することです。駅や建物の設備的なバリアフリーなどは、進んできまし
たが、障害への無理解から生じる差別や偏見といった心のバリアなども、解消して
いくことが必要です。障害のある人もない人も共に社会の一員として、自立した生
活を送れるようお互いを理解して支え合うことが大切です。
問い合わせ／障害者福祉課☎5742－6711

12月7日㈯～9日㈪午前9時30分～午後4時45分
※9日は午後3時まで。

きゅりあん
（大井町駅前）

ⓒやなせたかし/ TMS

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う  

相
手
の
気
持
ち  

育
て
よ
う  

思
い
や
り
の
心
～

人権擁護委員の活動
　人権擁護委員は地域の中から人権擁護に理解のある方を区長が推薦し、法務大
臣が委嘱します。「みんなで築こう　人権の世紀～考えよう　相手の気持ち　育
てよう　思いやりの心～」をキャッチフレーズに様々な啓発活動を積極的に展開
しています。

人権啓発活動
　品川地区人権擁護委員会では憲法週間や人権週間における啓発活動に参加する
とともに、毎年小学校に ｢人権メッセージ｣ の発表や「人権の花」運動、中学校
に ｢人権作文｣ の協力をお願いしています。
　今年は ｢人権メッセージ｣ の発表に第三日野小学校5年生の皆さんが参加しま
した。｢人権の花｣ 運動では山中・小山・宮前小学校の皆さんが「オクラ」「ミニ
ヒマワリ」「サルビア」の花を咲かせました。｢人権作文｣ は大崎・浜川・荏原第六・
戸越台中学校の皆さんが参加しました。
　このような活動を通して、思いやりの心を育み人権の大切さについて考えてい
ただいています。　　　　　　　　　　　　　　　　（品川地区人権擁護委員会）

人権擁護委員による人権身の上相談
悩みをお持ちの方は一人で悩まずに、気軽にご相談ください。
相談日／第1・3火曜日午後1時～4時　※相談日1週間前の午前9時より☎3777－
1111（代表）へ電話予約。
会場・問い合わせ／区民相談室（第三庁舎3階☎3777－2000）

○人権週間街頭キャンペーン　12月4日㈬午前11時30分から大井町駅前

	 野田　律子（東品川）	 小原　愉里（東品川）	 小越　是誠（南大井）
小野　悦子（南大井）	 森田　和枝（西大井）	 須藤　耕二（東大井）	 海沼マリ子（平　塚）
田中　康則（旗の台）	 山本　文武（旗の台）	 冨沢　敦子（戸　越）

区の人権擁護委員

人権尊重都市品川宣言制定20周年

しながわ人権のひろば2013
日時 会場


